
製品規格BCR295,JBCR®295/385

化学成分　%

炭素当量*1
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試験温度
シャルピー

吸収エネルギー
Ｊ

建築構造用
高強度冷間ロール成形
角形鋼管
（商品名：JFEコラム 
　　　　JBCR®385）

建築構造用
冷間ロール成形
角形鋼管
（商品名：WPコラムBCR）
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建築構造用
冷間ロール成形
角形鋼管
（商品名：JFEコラム
            BCR295，
　　　　JBCR®295）
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素当量Ceq（%）＝ C ＋ Mn/6 ＋ Si/24 ＋ Ni/40 ＋ Cr/5 ＋ Mo/4 ＋ V/14
溶接割れ感受性組成PCM（%）＝ C ＋ Si/30 ＋ Mn/20 ＋ Cu/20 ＋ Ni/60 ＋ Cr/20 ＋ Mo/15 ＋ V/10 ＋ 5B
炭素当量又は溶接割れ感受性組成は、いずれかの規定値を満足すること。
受渡当事者間の協定により、炭素当量の代わりに溶接割れ感受性組成を適用することができる。
衝撃試験は厚さ12mm を超えるものについて行い、シャルピー吸収エネルギーは溶接面を除く板部分についての3 個の試験片の平均値とする。
Al 等N を固定化する元素を添加し、フリーなN が0.006% 以下であればN は0.009% まで含有できる。
MSTL-0495 については295 以上445 以下。
厚さ8mm 未満の伸びの最小値は、厚さ1mmを減じるごとに、上表の伸びの値から1.5%を減じたものを、JIS Z 8401によって整数値に丸める。
MSTL-0142 については23 以上。
MSTL-0142 については27 以上。

JFEコラムJBCR®295：建築構造用厚肉冷間ロール成形角形鋼管（MSTL-0495）
JFEコラムJBCR®385：建築構造用高強度冷間ロール成形角形鋼管（MSTL-0524, 0604, 0586）

JFEコラムBCR：建築構造用冷間ロール成形角形鋼管（MSTL- 0495, 0198※, 0594, 0604）


